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アメリカのヘリコプター工場訪問記

　　　　　滞米メモから（第2回）

糸 川

　5．ヘリゴプター工場

　アメリカのへijコプター会社といえば，　Hiller，　Bel1，

Sikorsky，　Piasecki，　Kaman，　McDonnel，の6社は欠

かせぬ所である。この申工場訪問を行つたのばHiller，

とSikorskyの二社だけで，　Bel1はBuffalo工場が最

近全部Texas州に移動した⑱で，日程上から無理とな

り，Piaseckiと　KamanはAmerican　Helicopter

Society主催の見学会の招待がきていたにもかかわら

ず，これもまた他の日程にしばられて遂に訪問の機会を

逸した。

　しかしいろいろな意味でHillerとSikorskyは対腺

的な二代表と考えられるのでこの二つを選んだことは妥

当であろう。HillerはWest　CoastのCaliforniaに，

SikorskyはEast　CoastのBridgeportにあり，　Hiller

の工場は小さくてすべて外註方式をとつているのに，

Sikorskyは最大のHelicopter工場で，且すべて社内

製造方式をとつており，Mr．　Hi11erは30才になるかなら

ぬかの若年でMr．　Sikorgkyは白髪の老神士であるな

ど，すべて何もかも正反対な特徴をもつている。

　大体Helicopter工場をvisitした目的は二つあつ

た。第一がPatentの調査，第二が工場設備である。

HelicopterはPatentの塊りである。もし日本でHeli－

COpter工業を起そうとするならぽ，製造権を買うか，

Patentの網の目をくx”るかの二つである。しかも各社

のHelicopterのどの箇所が“Patented”なのか不明で

あつたから。叉HelicOpter工業なるものはどんな規模

と，設備と，人員を要するのかをを知りたい。

　Hillerの工場を訪問したのは2月5日，雨降りだつた

が午後から晴れた。San　FranciscoからPalo　Altoま

で，これが滞米中数少ないBus旅行の一つであつた。

アメリカ全土に交通網を張つているGrey－Hound　Bus

Co．，のTerminalがMarket　Streetのほぼ真中にあ

り，ここではSpeaker　Announcementが一日申単調

に鳴つている。‘‘Your　attention　please，　the　bus　to

Chicago　will　leave　gate　No，4at　10．30．”といつた具

合。ChicagoにNew　Yqrkに大陸を横断する10ng・

distance　busのapnouncementは人々の旅情をそN

るものであらう。　Bus・Tぬin・Planeというのがよくい

われるように交通機関の安い順で，お金を倹約しなけれ

ばならぬ人は専らこのGrey－Hound　Busを御利用にな

る。しかしbusだから揺れることは揺れる。　New　York
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からLos　Angelsまでの大陸横断バス旅行は寄席の落語
　　　　　　　　　　　　　　　t　．
の題材によく現れる。片手で吊革に下り，片手で帽子を

押えて昼夜走る旅行はHumourたつぷりで，落語の

themeに向いているのだろう。但し，そんなに混むこ

とは稀でまず大てい坐れる。　　　　　　　　r

　知らない町でbusに乗るのは神経が疲れる。次の

bus－stoPがどこかわからないから。　bus・driverは（車

掌はいない）致着駅でその名をどなるだけである。

　　アメリカのbusで注目すべきはdriverの坐席横に

ついてる金集め器械である。運転手兼車掌で1名しかい

ないから，能率を上げるために金受け機械がついていて，

乗客は乗るときにこれにdime（10セント）やnicke1

（5セント）を投げ込む。中はすき透つているので幾ら入

れたか監視できる。適当な所でswitchを入れると

engine直結になつてガラソ，ガチャンとこの機械が動

いて，お金の分類をやる。dimeはdimeで，　nicke1

はnickelで別の穴から出てきて重なる。　driverが交

代するときは，この金集め機をbusから取りはずして，

担いで行く。乗車券など市内用はない。郊外に行くとき

だけ発行する。Transfer（乗換券）は出す。ついでなが
e

らアメリカの汽車には駅に改札口がない。駅からホーム

まで関所は何もない。乗車してから検札に来るだけであ

る。改札口があるのは飛行機だけ。

　Busやstreet　carについている金集め器は相当古い

ものである。通貨がQuarter（25セント）Dime，　Nicke1，

　Penny（1セント）と昔から少しも変つていないこと々

物語つている。各種の販売器の発達もこれに関係があ

　る。年中，通貨が変つたのでは自働販売機はできない。

　公衆電話がよい例である。

　6．　Hiller　Co．

　　公衆電話といえば，始めてアメリカの公衆電話を用い

　たのはPalo　AltoにHiller　Helicopter　Co・をvisit

　したときであつた。Palo　AltoはSan　Franciscoか

　らbusで約1時間，ここにはStanford大学がある。

Stanford大学はアメリカに数ある美しい大学の中でも

飛び切り美しい建物と風景をもつている大学の一つであ

　る。本館の前の石畳みの一尺四方位の石板には年号が刻゜

んであり，これをはぐとこの下にその年次の卒業生の

signed　listが埋ゆてある。永久に母校に名を止めてあ

　るというわけである。

　　階Grey・Hound　busをPalo・Altoで降りて，　Bus・

o
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　terminal　buildingの中の公衆電話をかけた。1通話

　10セント。最初にdimeかnickel＝二つを入れるとジー

　とonになる。　dialをまわす。　YEIIow・st6ne，3－3457，

　だつたらY．E．3．3．45．7．とまわす。　Numberの他に

　Alphabet’1ett鮮がdialについてゐるから7桁番号に

　．なる。もつとも小さい町だと5桁叉は4桁の駈もある。

　大てい5台位Publi6－telephoneが並んでいる。大きな

　Stationには30台ずらりとならんでいるd　Doorをあけ

　るとroom・lightがついて，小さいroom－fanがまわり

　出す。扇風機つきである。

　　地下鉄の駅のホームの申にpublic－teIephoneカミある

　のは便利である。駅のホームの申にもあるのもよい。要

　するに公衆電話がフ．ンダンにあつて・日本の駅ρ前で見

　られるような行列風景はない。但し一通話36円は高い。

　Dia1をまわして話中だと，ガチャソと入れたお金が

　returnされる。入れた奴がそのまx出てくる。

　　もつとも‘‘line　is　busy”・でかxらないことは非常に

　少い。Hiller　Co．も直ぐ出てきた。▽ice・presidentの

　Mr．　Vincentを呼び出し，“I　just　arrived　at　bus・

　termina1，　I　will　wait　for　you　here，　and　I　think

　you　wil！easily　find　me，　because　I　am　only　one

　Japanese　here”までいつた所でMr．　Vincentが笑い

　出したので止めた。

　　15分後にVincentと技術部のMr．　Calleryがdrive

　してやつてきた。そのままrestaurantに拉致されてま

　ず昼食となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　質問は日本のHelicOpter工業に集申し，朝日新聞の

　切抜まで出してきて，日本でjet・helicopterができたそ

　うだが，この話しをしてくれという。Hil1erのjet・heli－

　copterは未だ物にならないので困つているという。余

　程日太の工業が気になるらしい。

　　Hillerの工場は小さくて，きれいな工場である。小じ

　んまりとして近代的な設計でいかにも新しい工業という

　感じ。全体の印象は飛行機工場から遠い。かといつて機

　械工場でもない。やはりHelicopter工場というより他

　ないのであろう。（この印象はSikorskyでは異なる。）御

　大Mr．　HillerはCalifornia　Institute　of　Technology

　の卒業生。在学中からHelicOpter製作を始め，卒業し

　て直ちに社長になつた。これには父親のHiller，　Senior

　の工場が担当物をいつている。その伝統でHiller　Heli－

　copter　Cb．も同族会社といつてよい程最高幹部を親族

　で固めている。Hillerが最初に製作したHelicopterは
書

　同軸二翅逆回転のcontra－bladeで工場の真申に今で

　も飾られてある。Stabilityがないのと振動が激しいの

　で物にならず。この二題を解決したのが現在のHiller・

　Helicopterである。振動はvibration　absorberで，

　stabilityはpaddle－systemで解決されたが，この両者
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Hiller自身の着想によるもの。工場ではやはり畏敬され

ており，HiHer個人の事業の感が深い。最初の設計者で

あるen琴ineerがそのまxp，　residen！になつている会社

が多いのは蓑しいことである。翼端にjetをつけたjet－

heliCOp雰erは写真では大分有名になつてているので，大

　　　プいに期待していたのに，見ると聞くとは大違い1未だ全

然ものになつていない。目下途方に暮れているという

所。前記のように部品は極力外註方式をとつており，胴

体もunitとして下請からくる。　Magna　Flux　Co．の

non・destructive　testは不可欠のもの，これで部品内

のcrackをmagneticにtestし，表面のcrackは螢
光塗料と水銀燈で検出する。

　7．　Sikorsky　Helioopter　Co．

　Bridgeport　el　New　Yorkから汽車でBostonの方

向に約40分位の所，少さい田舎町である。ここの町はず

れの一画がUnited　Aircraft　Corp．のSikorsky　Heli・

copter　Divisionになつている。　Mr．　Sikorskyはロシ

ア人でアメリカに40年前に帰化し，一貫してHelicopter

の研究製作を行つている穏厚篶実な老神士で，ヘリコプ

ターが単に飛ぶというだけでなく，相当な重量物を運べ

る，輸送機謁になり得ることを実証した世界最初の人物

である。3月18日（水），visitしたときには丁度会議申であ

つたのに15分程会議を抜け出して小生に挨拶に来られた

ほど篶実な神士である。英語がうまくないのが有名で，

その人となりと共に部内，部外から尊敬されている。ア

メリカではpersonalityがよいこと，日本でいう「徳」

という概念がかなり重く見られいる。能力も勿論である

が，education＆personalityが人物批判に必ず出る。

　Sikorskyは大工場であり，且その印象は正に航空機

工場である。昔の飛行機工場を想えば大体遠くない。一一

っにはSikorsky　Helicopter　S－55がモノコック構造を

とつているためでもあろう。

　工場現場で注目すべきは婦人工員の多いことで，40％

以上と思われる。婦人工員の成績はよいとのこと，slux

をはいて，全く男工員と差のない仕事をしている。

　ここの技術部のCarterはUniversity　of　California

でHelicopter　stabilityでmaster　course　thesisを

かいた人。この論文はAmerican　Helicopter　Society

の会誌に出て，これを渡米前，日本応用力学会で私が招

介講演をしたいきさつがあり，Carterとgood　time

をもつた。

　Profile－cutter，　stretcher，　deep　dril1，などが新しい

工作機械。　なおここの現場で，金属表面のroughness

を測るprofile－meterの新型を始めて見た。

　Carterの論文申，疑点のある所について充分Carter

自身とdiscussionでさたのは拾いものであつた。
（1953．10．9）


